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鹿児島県

（※については例規集登載事項）

ページ

教 育 委 員 会 規 則

○鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を

改正する規則（※） （社会教育課取扱い）１

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則をここに公布する。

令和元年７月30日

鹿児島県教育委員会教育長 東條広光

鹿児島県教育委員会規則第１号

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改

正する規則

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成９年鹿児

島県教育委員会規則第５号）の一部を次のように改正する。

第１条中「第12条の規定に基づき，鹿児島県立霧島自然ふれあいセンター（以下「ふれあい

センター」という。）の組織及び管理運営その他」を「の施行に関し」に改める。

第２条及び第３条を削る。

第４条の見出しを「（利用許可の申請等）」に改め，同条第１項本文中「第５条第１項前段」

を「第７条第１項前段」に，「使用許可」を「利用許可」に，「使用しよう」を「利用しよう」

に，「使用許可申請書」を「利用許可申請書」に，「教育委員会」を「条例第３条に規定する

指定管理者（以下「指定管理者」という。）」に改め，同項ただし書中「教育委員会」を「指

定管理者」に改め，同条第２項中「教育委員会は，使用許可」を「指定管理者は，利用許可」

に，「使用許可の」を「利用許可の」に，「使用許可書」を「利用許可書」に改め，同条を第

２条とする。

第５条の見出し中「使用許可」を「利用許可」に改め，同条第１項中「第５条第１項後段」

を「第７条第１項後段」に，「使用許可の」を「利用許可の」に，「使用許可変更許可申請書」

を「利用許可変更許可申請書」に，「使用許可書」を「利用許可書」に，「教育委員会」を

「指定管理者」に改め，同条第２項中「教育委員会」を「指定管理者」に，「使用許可変更許

可書」を「利用許可変更許可書」に改め，同条を第３条とする。

第６条の見出し中「使用許可」を「利用許可」に改め，同条中「第７条第４項第３号」を

「第９条第７項第３号」に，「使用許可の」を「利用許可の」に，「使用許可取消申出書」を

「利用許可取消申出書」に，「使用許可書又は使用許可変更許可書」を「利用許可書又は利用

許可変更許可書」に，「教育委員会」を「指定管理者」に改め，同条を第４条とする。

第７条の見出しを「（利用料金の返還）」に改め，同条第１項各号列記以外の部分中「第７

条第４項ただし書」を「第９条第７項ただし書」に，「使用料」を「利用料金」に改め，同項

第１号中「第７条第４項第１号」を「第９条第７項第１号」に，「使用料」を「利用料金」に

改め，同項第２号中「第７条第４項第３号」を「第９条第７項第３号」に，「使用料」を「利

用料金」に改め，同条第２項中「第７条第４項ただし書」を「第９条第７項ただし書」に，
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「使用料」を「利用料金」に，「使用料返還申請書」を「利用料金返還申請書」に，「教育委

員会」を「指定管理者」に改め，同条を第５条とする。

第８条の見出しを「（利用料金の減免）」に改め，同条第１項を次のように改める。

条例第10条の規定による利用料金の減額又は免除は，次の各号のいずれかに該当するとき

に行うものとし，その額は，それぞれ当該各号に定める額とする。

 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条の規定により身体障害者手帳の交付

を受けている者，療育手帳（知的障害者の福祉の充実を図るため，児童福祉法（昭和22年

法律第164号）第12条第１項に規定する児童相談所又は知的障害者福祉法（昭和35年法律

第37号）第12条第１項に規定する知的障害者更生相談所において知的障害と判定された者

に対して支給される手帳で，その者の障害の程度その他の事項の記載があるものをい

う。）の交付を受けている者及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法

律第123号）第45条の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者並びにそ

の介護者が研修のために利用するとき 利用料金の全額

 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校（大学を除く。）に在学する

者及び未就学の者（営利を目的とする法人若しくは個人若しくはこれらを構成員とする団

体又は指定管理者が主催する研修に参加する者を除く。）が研修のために利用するとき

利用料金の全額

 県内に設置されている小学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び特別支援学校が主

催する研修の引率者が利用するとき 利用料金の全額

 県が主催する事業のために利用するとき 利用料金の全額

第８条第２項中「使用料」を「利用料金」に，「使用する場合について」を「利用する場合

に限り」に改め，同条第３項中「第８条」を「第10条」に，「使用料」を「利用料金」に，

「使用許可」を「利用許可」に，「使用料減額（免除）申請書」を「利用料金減額（免除）申

請書」に，「教育委員会」を「指定管理者」に改め，同項を第４項とし，同条第２項の次に次

の１項を加え，同条を第６条とする。

３ 前２項に規定するもののほか，指定管理者は，鹿児島県教育委員会の承認を受けてあらか

じめ定めた基準により，利用料金を減額し，又は免除することができる。

第９条を削る。

第10条中「ふれあいセンター」を「鹿児島県立霧島自然ふれあいセンター（以下「ふれあい

センター」という。）」に，「教育委員会」を「指定管理者」に改め，同条を第７条とする。

第11条の見出し中「職員」を「施設へ」に改め，同条中「教育委員会」を「指定管理者」に，

「使用許可」を「利用許可」に，「使用している」を「利用している」に，「職員を立ち入ら

せ」を「立ち入り」に，「させることがある」を「することができる」に改め，同条を第８条

とする。

第12条を削る。

第13条中「教育長」の次に「又は教育長の承認を受けて指定管理者」を加え，同条を第９条

とする。

別記第１号様式から別記第７号様式までを次のように改める。
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別記

第１号様式（第２条関係）

利用許可申請書

年 月 日

（指定管理者） 殿

申請者 住所

氏名

法人その他の団体にあっては，主た

る事務所の所在地，名称及び代表者

の氏名

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の利用許可を受けたいので，次のとおり申請し

ます。

利 用 目 的

利用責任者の

住所及び氏名 電話( )

利 用 人 員 人

研 １ 研 修 施 設 人

修 ２ 一般宿泊室 人

利 ３ 特別宿泊室 人

用 ４ キャンプ場 人
利 用 施 設

１ プレイホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
研及 び

２ 多目的ホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
修利 用 期 間

３ ガイダンス室 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
外

４ ふ れ あ い 棟 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利

５ 創 作 の 館 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
用

６ つどいの広場 月 日 時 分から 月 日 時 分まで

入所
男 女 計 月 日 時 分

日時
宿 泊 人 員

退所
月 日 時 分

人 人 人 日時

※ 利 用 料 金 金 円

備 考

注 １ 該当する番号を○で囲むこと。

２ ※印の欄は，記入しないこと。

３ 研修等の計画書及び参加者名簿を添付すること。
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第２号様式（第２条関係）

利用許可書

番 号

年 月 日

殿(様)

（指定管理者） 印

年 月 日付けで申請のあった鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の

利用については，次のとおり許可します。

利 用 目 的

利用責任者の

住所及び氏名 電話( )

利 用 人 員 人

研 １ 研 修 施 設 人

修 ２ 一般宿泊室 人

利 ３ 特別宿泊室 人

用 ４ キャンプ場 人
利 用 施 設

１ プレイホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
研及 び

２ 多目的ホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
修利 用 期 間

３ ガイダンス室 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
外

４ ふ れ あ い 棟 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利

５ 創 作 の 館 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
用

６ つどいの広場 月 日 時 分から 月 日 時 分まで

入所
男 女 計 月 日 時 分

日時
宿 泊 人 員

退所
月 日 時 分

人 人 人 日時

利 用 料 金 金 円

許 可 条 件

注 この利用許可書は，施設を利用する際，係員に提示すること。
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第３号様式（第３条関係）

利用許可変更許可申請書

年 月 日

（指定管理者） 殿

申請者 住所

氏名

法人その他の団体にあっては，主た

る事務所の所在地，名称及び代表者

の氏名

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の利用許可の内容の変更の許可を受けたいので，

次のとおり申請します。

許 可
年 月 日 第 号

年 月 日

利 用 目 的
変

利 用 人 員 人

研 １ 研 修 施 設 人

修 ２ 一般宿泊室 人

利 ３ 特別宿泊室 人

用 ４ キャンプ場 人
更 利 用 施 設

１ プレイホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
及 び 研

２ 多目的ホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利 用 期 間 修

３ ガイダンス室 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
外

４ ふ れ あ い 棟 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利

５ 創 作 の 館 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
用

６ つどいの広場 月 日 時 分から 月 日 時 分まで

前 入所
男 女 計 月 日 時 分

日時
宿 泊 人 員

退所
月 日 時 分

人 人 人 日時

変 更 し よ う と

す る 事 項

変 更 し よ う と

す る 理 由

納 付 済 額 変 更 額 過 不 足 額

※ 利 用 料 金
円 円 円

注 １ 該当する番号を○で囲むこと。

２ ※印の欄は，記入しないこと。

３ 研修等の計画又は参加者の変更に係る申請にあっては，それぞれ変更後の研修等の

計画書又は参加者名簿を添付すること。

４ 変更に係る利用許可書を添付すること。
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鹿 児 島 県 公 報 令和元年７月30日（火）第25号の２

第４号様式（第３条関係）

利用許可変更許可書

番 号

年 月 日

殿(様)

（指定管理者） 印

年 月 日付けで申請のあった鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の

利用許可の変更については，次のとおり許可します。

許 可
年 月 日 第 号

年 月 日

利 用 目 的
変

利 用 人 員 人

研 １ 研 修 施 設 人

修 ２ 一般宿泊室 人

利 ３ 特別宿泊室 人

用 ４ キャンプ場 人
更 利 用 施 設

１ プレイホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
及 び 研

２ 多目的ホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利 用 期 間 修

３ ガイダンス室 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
外

４ ふ れ あ い 棟 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利

５ 創 作 の 館 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
用

６ つどいの広場 月 日 時 分から 月 日 時 分まで

前 入所
男 女 計 月 日 時 分

日時
宿 泊 人 員

退所
月 日 時 分

人 人 人 日時

許 可 条 件

納 付 済 額 変 更 額 不 足 額

利 用 料 金
円 円 円

注 この利用許可変更許可書は，施設を利用する際，係員に提示すること。
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第５号様式（第４条関係）

利用許可取消申出書

年 月 日

（指定管理者） 殿

申請者 住所

氏名

法人その他の団体にあっては，主た

る事務所の所在地，名称及び代表者

の氏名

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の利用許可の取消しを受けたいので，次のとお

り申し出ます。

許 可 年 月 日 年 月 日 第 号

研 １ 研 修 施 設

修 ２ 一般宿泊室

利 ３ 特別宿泊室

用 ４ キャンプ場

１ プレイホール
利 用 施 設 研

２ 多目的ホール
修

３ ガイダンス室
外

４ ふ れ あ い 棟
利

５ 創 作 の 館
用

６ つどいの広場

利 用 許 可

取 消 申 出

の 理 由

注 １ 該当する番号を○で囲むこと。

２ 取消しに係る利用許可書又は利用許可変更許可書を添付すること。
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第６号様式（第５条関係）

利用料金返還申請書

年 月 日

（指定管理者） 殿

申請者 住所

氏名 印

法人その他の団体にあっては，主た

る事務所の所在地，名称及び代表者

の氏名

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の利用料金の返還を受けたいので，次のとおり

申請します。

許 可 年 月 日 年 月 日 第 号

研 １ 研 修 施 設

修 ２ 一般宿泊室

利 ３ 特別宿泊室

用 ４ キャンプ場

１ プレイホール
利 用 施 設 研

２ 多目的ホール
修

３ ガイダンス室
外

４ ふ れ あ い 棟
利

５ 創 作 の 館
用

６ つどいの広場

利 用 料 金 の

返 還 を 受

け よ う と

す る 理 由

※
既納の利用料金 返 還 割 合 返 還 額 返 還 の 区 分

返 還 額 等
円 ％ 円 第 号該当

銀行名： 銀行 店
返 還 利 用

口座名：
料 金 の 受 取

口座種類：(普通・当座)
銀 行 名 等

口座番号：( )

注 １ 該当する番号を○で囲むこと。

２ ※印の欄は，記入しないこと。
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第７号様式（第６条関係）

利用料金減額(免除)申請書

年 月 日

（指定管理者） 殿

申請者 住所

氏名

法人その他の団体にあっては，主た

る事務所の所在地，名称及び代表者

の氏名

鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの施設の利用料金の減額(免除)を受けたいので，次の

とおり申請します。

利 用 目 的

利用責任者の

住所及び氏名 電話( )

利 用 人 員 人

研 １ 研 修 施 設 人

修 ２ 一般宿泊室 人

利 ３ 特別宿泊室 人

用 ４ キャンプ場 人
利 用 施 設

１ プレイホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
研及 び

２ 多目的ホール 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
修利 用 期 間

３ ガイダンス室 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
外

４ ふ れ あ い 棟 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
利

５ 創 作 の 館 月 日 時 分から 月 日 時 分まで
用

６ つどいの広場 月 日 時 分から 月 日 時 分まで

入所
男 女 計 月 日 時 分

日時
宿 泊 人 員

退所
月 日 時 分

人 人 人 日時

減額(免除)を

受 け る 理 由

減額(免除)前
金 円

の 利 用 料 金

減 額 (免 除 )
金 円

す る 額

※ 利 用 料 金 金 円

注 １ 該当する番号を○で囲むこと。

２ ※印は，記入しないこと。
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附 則

この規則は，令和２年４月１日から施行する。


